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一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準

じ
、一
般
職
職
員
の
期
末
手
当・勤

勉
手
当
の
支
給
月
の
ほ
か
、
初
任

給
を
は
じ
め
と
し
た
給
与
の
改
定
。

問

こ
の
一
般
職
職
員
の
給
与
改

定
の
ほ
か
、
特
別
職
、
議
員
の
期

末
手
当
の
条
例
改
正
等
に
伴
う
金

額
は
、
歳
出
と
し
て
ど
の
く
ら
い

と
な
る
の
か
。

答

年
間
１
億
７
２
２
０
万
円
と

な
る
。

交
通
安
全
都
市
宣
言

趣
旨

地
域
全
体
で
交
通
安
全
の

関
心
を
さ
ら
に
高
め
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
宣
言
。

問

市
で
は
、
子
育
て
支
援
・
元

気
長
寿
の
ま
ち
宣
言
、
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
、
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
反
対
都
市
宣
言
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
４

つ
の
宣
言
が
あ
る
が
、
こ
の
交
通

安
全
都
市
宣
言
に
至
る
理
由
は
。

答

秩
父
第
一
小
学
校
児
童
が
、

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
全
国
大

会
に
お
い
て
２
年
連
続
で
優
勝
し

て
お
り
、
交
通
安
全
に
対
す
る
取

り
組
み
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
る
。
ま
た
、
県
内
で
も
交

通
事
故
多
発
警
報
が
発
令
さ
れ
て

お
り
、
市
民
一
人
一
人
に
日
常
か

ら
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
宣

言
す
る
も
の
で
あ
る
。

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨
「
総
合
政
策
部
」を「
企
画

政
策
部
」
に
改
め
る
。

問

改
訂
理
由
に
、
行
政
組
織
の

事
務
分
掌
を
明
確
化
し
、
事
務
事

業
の
効
率
的
執
行
を
図
る
た
め
と

あ
る
が
具
体
的
に
は
。

答

基
本
的
に
事
務
分
掌
に
変
化

は
な
い
が
、
総
合
政
策
と
い
う
表

現
が
、
市
の
政
策
立
案
の
す
べ
て

を
行
っ
て
い
る
と
言
っ
た
誤
解
を

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
部

の
名
称
変
更
と
と
も
に
第
２
条
に

も
記
載
し
た
通
り
、
複
数
部
局
で

協
議
す
べ
き
全
庁
的
な
重
点
施
策

の
み
を
担
当
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
明
記
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨

地
方
自
治
法
に
規
定
す
る

専
門
委
員
を
追
加
し
、
報
酬
額
を

定
め
る
も
の
。

問

専
門
委
員
と
し
て
、
市
の
重

要
政
策
に
関
す
る
専
門
的
な
助
言

や
提
言
を
す
る
政
策
参
与
を
委
嘱

予
定
と
の
こ
と
で
、
日
額
２
万
円

以
内
と
し
て
い
る
が
、
調
査
や
関

係
省
庁
と
の
調
整
、
リ
モ
ー
ト
対

応
な
ど
に
つ
い
て
も
、
日
額
は
発

生
す
る
の
か
。

答

非
常
勤
特
別
職
の
職
員
と
し

て
、
リ
モ
ー
ト
も
含
め
た
月
10
日

以
内
の
勤
務
を
想
定
し
て
い
る
。

問
「
秩
父
市
行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
今
回
の
特
別
職
専
門
委
員
と
、

ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。

答

行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
特
定

分
野
に
関
し
、
外
部
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
助
言
・
提
言
を
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
あ
り
、
政
策
参

与
は
市
の
職
員
と
し
て
、
市
全
体

に
わ
た
る
、
特
に
重
要
な
政
策
・

施
策
の
推
進
に
関
す
る
専
門
的
な

助
言
・
提
言
を
行
う
。

大
滝
温
泉
遊
湯
館
条
例
お
よ

び
大
滝
こ
ま
ど
り
荘
条
例
の

一
部
改
正

趣
旨

物
価
お
よ
び
人
件
費
の
高

騰
に
伴
い
、
利
用
料
金
の
限
度
額

を
変
更
す
る
。

問

具
体
的
な
利
用
料
金
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

詳
細
な
金
額
設
定
は
こ
れ
か

ら
検
討
す
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
条
例
の
一

部
改
正

趣
旨

浦
山
歴
史
民
俗
資
料
館
を

閉
館
す
る
た
め
の
改
正
。

問

地
元
住
民
や
浦
山
ダ
ム
建
設

に
伴
う
水
没
地
域
関
係
者
へ
説
明
、

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答

浦
山
町
会
長
に
説
明
し
地
域

で
協
議
さ
れ
、
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
。

問

老
朽
化
が
著
し
く
非
常
に
危

険
な
状
態
に
あ
る
旧
吉
田
歴
史
民

族
資
料
館
と
聖
地
公
園
の
旧
民
俗

博
物
館
の
資
料
を
、
閉
館
し
た
浦

山
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
管
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
老
朽
化
し

た
２
施
設
の
今
後
は
。

答

旧
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
に

つ
い
て
は
解
体
、
旧
民
俗
博
物
館

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
収
蔵
施
設

と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

問

資
料
館
で
働
い
て
い
る
方
へ

の
対
応
は
。

答

現
在
指
定
管
理
者
が
管
理
し

て
い
る
の
で
、
今
後
指
定
管
理
が

な
く
な
る
こ
と
と
な
る
。
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乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
関

す
る
条
例

趣
旨

８
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま

る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

に
つ
い
て
、
市
立
保
育
所
（
日
野

田
保
育
所
、
花
の
木
保
育
所
）
で

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
。

問

全
国
的
に
は
、「
０
歳
６
か
月

か
ら
満
３
歳
未
満
」が
受
入
年
齢
に

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
例

案
で
は「
出
生
後
８
か
月
経
過
」か

ら
を
対
象
と
し
て
い
る
理
由
は
。

答

現
状
の
公
立
保
育
施
設
が
、

生
後
８
か
月
経
過
か
ら
の
受
入
れ

と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
民

間
の
保
育
施
設
３
か
所
で
本
事
業

を
開
始
す
る
と
の
意
向
を
確
認
し

て
お
り
、
生
後
6
か
月
か
ら
の
乳

児
は
そ
ち
ら
で
受
け
入
れ
る
形
で

考
え
て
い
る
。

問

１
時
間
あ
た
り
３
０
０
円
と

し
た
根
拠
は
。

答

こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
通
知
さ

れ
て
い
る
実
施
要
領
に
標
準
金
額

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基

づ
く
金
額
設
定
と
し
た
。

討
論反

対

安
易
な
や
り
方
で
乳
児
の
預
か

り
を
す
る
こ
の
制
度
に
賛
成
で
き

な
い
。
乳
児
を
預
か
る
専
任
の
保

育
士
の
精
神
的
負
担
は
大
変
大
き

い
。
発
達
状
況
も
よ
く
分
か
っ
て

い
な
い
乳
児
の
預
か
り
を
さ
せ
る

こ
と
自
体
、
保
育
を
理
解
し
て
い

な
い
人
が
考
え
た
制
度
で
あ
り
、

通
常
保
育
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も

支
障
が
出
る
。
事
故
が
起
こ
ら
な

い
と
言
い
切
れ
な
い
。
看
護
師
の

配
置
が
な
い
こ
と
も
安
全
な
預
か

り
が
保
障
で
き
る
の
か
大
変
危
惧

さ
れ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算（第

４
回
）

問

三
峰
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
可
能
性

調
査
補
助
金
２
５
０
万
円
の
調
査

後
の
方
向
性
は
。

答

可
能
性
調
査
の
結
果
次
第
と

な
る
。
仮
に
実
現
の
可
能
性
が
あ

る
調
査
結
果
が
出
た
場
合
、
実
施

主
体
や
事
業
手
法
の
検
討
、
公
園

計
画
の
修
正
、
事
業
計
画
の
作
成
、

資
金
調
達
方
法
の
検
討
、
地
元
調

整
な
ど
一
定
の
準
備
期
間
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問

台
湾
祭
々
開
催
事
業
委
託
料

１
５
０
０
万
円
の
事
業
内
容
は
。

答

３
月
上
旬
に
西
武
秩
父
駅
周

辺
な
ど
を
会
場
に
開
催
す
る
予
定
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
台
湾
か
ら
の

物
産
品
等
の
出
店
、
国
内
で
台
湾

に
関
す
る
商
品
を
扱
う
業
者
の
出

店
、
秩
父
地
域
の
飲
食
店
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
想
定
し

て
い
る
。

問

地
域
活
性
化
起
業
人
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
負
担
金
１
４
７
万
５
千

円
の
内
容
は
。

答

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
精
通
し
た
民

間
企
業
の
人
材
を
招し

ょ
う
へ
い聘し
、「
書
か

な
い
窓
口
」
導
入
な
ど
、
市
役
所

業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
た
い
。

問

中
心
市
街
地
空
き
店
舗
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
補
助
金
２
千
万
円
の

減
額
理
由
は
。

答

東
町
商
店
街
を
想
定
し
て
い

た
が
、
複
数
の
所
有
者
と
調
整
が

つ
か
ず
、
見
送
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
。

問

高
篠
７
号
線
測
量
業
務
委
託

料
７
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
現
在

の
進
捗
状
況
、
用
地
の
取
得
率
は
。

答

軟
弱
地
盤
の
調
査
の
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
用
地
取
得
が
計

画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
な
い
た
め
、

減
額
す
る
。
用
地
の
取
得
率
は

43
・
7
％
。
交
渉
は
現
在
も
続
け

て
お
り
、
８
年
度
以
降
も
引
き
続

き
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
く
。

問

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
公
園
施
設
計
画
設
計
業
務
委

託
料
２
７
０
０
万
円
の
減
額
は
。

答

全
国
植
樹
祭
後
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
復
元
に
関
し
、
長
寿
命

化
計
画
の
対
象
施
設
と
し
て
大
規

模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
関
係
市
民
団
体
の
意
向
に

沿
っ
て
、
県
が
改
修
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

問

債
務
負
担
行
為
「
市
長
車
・

議
長
車
購
入
費
」
と
し
て
、
８
年

度
に
１
５
０
０
万
円
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
リ
ー

ス
契
約
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
購

入
費
と
な
っ
て
い
る
。
リ
ー
ス
契

約
の
延
長
お
よ
び
新
規
リ
ー
ス
契

約
も
検
討
し
た
の
か
。

答

現
在
の
リ
ー
ス
契
約
は
延
長

で
き
な
い
と
、
リ
ー
ス
事
業
者
か

ら
回
答
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
５

年
リ
ー
ス
契
約
の
総
額
と
購
入
金

額
を
比
較
し
た
場
合
、
リ
ー
ス
契

約
の
方
が
高
く
な
る
た
め
、
費
用

対
効
果
を
考
え
購
入
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

問

債
務
負
担
行
為
「
原
谷
小
学

校
校
舎
等
外
部
大
規
模
改
造
工

事
」
３
億
３
千
万
円
の
内
容
は
。

答

公
民
館
も
含
め
た
全
て
の
外

壁
・
防
水
工
事
、
建
具
の
改
修
を

行
う
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算（第

５
回
）

問

物
価
高
騰
対
策
事
業
と
し
て
、

お
米
券
で
は
な
く
現
金
給
付
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

検
討
が
さ
れ
た
の
か
。

答

副
市
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
庁

内
の
会
議
を
開
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
行
っ
た
。
お
米
券
や
、
地

域
商
品
券
な
ど
検
討
し
た
が
、
最

終
的
に
現
金
給
付
の
方
が
使
い
道

が
柔
軟
で
あ
り
、
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
効
果
が
高
い
と
い
う
判
断

を
し
た
。

問

秩
父
地
域
４
町
で
は
１
万
円

か
ら
１
万
３
千
円
の
地
域
商
品
券

の
配
布
と
聞
い
て
い
る
が
、
他
の

自
治
体
の
状
況
は
把
握
し
て
い
る

の
か
。

答

今
回
の
交
付
金
は
、
人
口
だ

け
で
な
く
、
財
政
力
や
、
高
齢
化

比
率
な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
お
り
、

人
口
割
に
す
る
と
、
市
は
周
辺
４

町
よ
り
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
事

務
費
等
を
考
慮
し
、
１
人
あ
た
り

８
千
円
の
現
金
給
付
と
し
た
。

問

水
道
料
金
の
増
額
分
の
補
助

は
、
秩
父
地
域
４
町
と
協
議
を

行
っ
た
の
か
。

答

４
町
と
足
並
み
を
揃
え
る
と

い
う
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。
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